
 

1. 説明会の模様 
1.1. 参加業者数・参加人数 

 

参加業者数  工事業者：３５３、自治体：７、認証局：６、報道：４ 

参加人数   ５８８名（工事業者：４９９、自治体：７、認証局：２８、スタッフ：４４） 

 

1.2. 次第 

 

１．挨拶  

 

 

２．大阪府の電子入札の取り組みについて 

 

 

   ３．電子入札コアシステムについて 

財団法人 日本建設情報総合センター 近畿地方センター長  竹田 良邦 

 

  ４．大阪府の電子入札システムの利用方法について（平成１５年度に導入するシステムについて） 

 

 

  ５．質疑応答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

1.3. 概要 

1.3.1. 大阪府の電子入札の取り組みについて 

 

・電子入札システム・電子入札コアシステムの概要 

・大阪府の電子入札システムの目的について 

・平成１５年度以降のスケジュールについて 

・本説明会申し込み時に行ったアンケート結果について 

・平成１５年度の実証実験の進め方について 

・電子入札を行うための ICカード取得のお願い 

 

1.3.2. 電子入札コアシステムについて 

 

・電子入札コアシステムの目的・実現方法について 

・電子入札コアシステム導入の利点について 

・電子入札コアシステムの特徴について 

・電子入札コアシステム開発コンソーシアムの目的・意義について 

・国土交通省版電子入札システムと電子入札コアシステムの相違点について 

・電子署名法についての概略 

・認証局の役割および、現体制と15 年度以降体制の相違点について 

・電子入札コアシステムに対応する複数認証局の案内 

・対応認証局の性能測定結果について 

 

1.3.3. 大阪府の電子入札システムの利用方法について（平成１５年度に導入するシステムについて） 

 

・国土交通省の電子入札システムと大阪府電子調達システムとの共通点・相違点について 

・平成１６年度以降に追加される主な機能について 

    ・大阪府電子調達システムを利用するにあたり準備するもの 

    ・電子認証局の ICカードの取得例と注意点について 

    ・平成１５年度版の電子入札システムの一連の流れを概略および一部画面を用いて説明 

 

1.3.4. 最後に 

 

・アンケートの回答および本説明会の概要は、後日大阪府ホームページに掲載する 

       ・来年度にも電子入札システムの詳細な研修・説明会を開催する 

       （日時等については、大阪府ホームページに掲載する） 

 

 



 

 

1.4. 説明会実施風景 

1.4.1. 資料配布風景 

 

 
 

1.4.2. 全体風景 

 

 
 

1.4.3. 挨拶 

 

 
 

 



 

 

1.4.4. 大阪府の電子入札の取り組みについて 

 

 
 

1.4.5. 電子入札コアシステムについて 

 

 
 

1.4.6. 大阪府の電子入札システムの利用方法について（平成１５年度に導入するシステムについて） 

 

 
 

 



 

2. 質疑応答 
 

Q． 設計図書は、A2か？A2ならばプロッタが必要ですがどうでしょうか？ 

 

A． A3でプリンタ出力することを考えています。 

 

Q． 必要な機器について、プリンタかプロッタがいるとの記載がありません。 

 

A． 漏れているので、追記します。 

 

Q． 弊社の本社は府外にあり、現在大阪府様の入札は支店扱いで執り行っておりますが、IC カードの認証は 

本社と支店どちらで受ければよろしいのでしょうか？ 

 

A． 現在庁内でも、「電子入札システムはインターネットを利用して行うため、どこから入ってもよいのではないか？」 

という意見が出ており、只今検討中です。決まり次第大阪府ホームページ等に掲載したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


